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 上

里
町
の
今
井
兼
庭 

一
、
は
じ
め
に 

五
月
十
九
日
、上
里
町
の
郷
土
資
料
館
に
伺
い
、

同
館
に
あ
る
今
井
兼
庭
の
史
料
（
複
写
）
を
見
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
兼
庭
の
史
料
は
上
里
町
の
岩
田

家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
七
年
程

前
に
「
千
葉
歳
胤
の
こ
と
」
を
執
筆
中
に
、
見
せ

て
貰
え
る
よ
う
に
資
料
館
を
通
じ
て
交
渉
し
て
頂

き
ま
し
た
が
、
う
ま
く
行
か
ず
見
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
に
な
っ
て
野
口
泰
助
先
生

が
昭
和
四
十
三
年
に
撮
ら
れ
た
も
の
を
見
せ
て
頂

き
ま
し
た
の
で
、
再
び
本
物
を
見
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
資
料
館
に
今
回
も
お
願
い
し

ま
し
た
が
、
や
は
り
本
物
を
見
せ
て
頂
く
の
は
難

し
そ
う
で
、
代
わ
り
に
資
料
館
に
あ
る
複
写
を
見

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
複
写
は
岩

田
家
に
あ
る
史
料
全
部
を
複
写
し
た
も
の
で
は
な

く
一
部
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

二
、
史
料
（
複
写
）
の
概
要 

 

史
料
（
複
写
）
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
表
紙
の
み
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
全
文
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勉
強
不
足
で
意
味

不
明
の
も
の
も
多
い
で
す
。 

 

圓
陣
并
段
数
術
、
圓
攢
新
術
（
葆
眞
斉
寺
内
巽

良
弼
）、
竿
頭
第
四
演
段
図
解
（
宝
暦
三
、
高
橋

兼
庭
と
あ
り
ま
す
。
高
橋
と
も
称
し
た
の
で
し

ょ
う
か
）、囲
圓
整
数
術（
安
永
三
、今
井
官
蔵
）、

雑
術
（
設
三
斜
積
解
儀
、
今
井
官
蔵
）、
重
乗
歸

皈
術
、
垜
畳
術
起
源
方
垜
裏
垜
、
演
段
大
成
斜

乗
式
、
求
積
伝
平
積
立
積
、
算
法
□
□
（
内
題
、

遍
的
重
裁
術
）、
踏
轍
術
段
数 

坤
、
天
文
大
成

三
条
図
解
、
求
五
星
起
端
段
、
天
文
大
成
抜
粋 

全
（
関
孝
和
の
天
文
大
成
三
条
図
解
か
、
そ
れ

と
も
幸
田
親
盈
の
天
文
大
成
か
？
）、天
文
大
成

輯
要
、
天
文
大
成
管
窺
輯
要
抜
粋
目
録
、
享
保

廿
乙
卯
頒
食
暦
算
、
因
符
式
、
桃
洞
参
考
歩
天

歌
、
太
陽
太
陰
及
五
星
之
成
、
踏
轍
術
、
白
山

宝
暦
二
年
歳
次
壬
申
、
時
受
寛
保
二
歳
次
壬
戌

暦
木
星
毎
日
、
食
算
活
法
率 

首(

千
葉
歳
胤)
、

食
算
活
法
率 

序
（
小
倉
無
隣
）、
暦
術
雑
抄
、

白
山
加
減
、
演
段
重
度
雙
擬
術
、
白
山
暦
応
編 

全
、
割
円
八
線
之
表 

一(

千
葉
歳
胤
著
か)

、
算

法
雑
集
、
極
数
術
、
翦
管
重
術
、
算
法
諸
率
根

源
記
、貞
享
暦
二
～
七(

七
巻
二
部)

、商
一
式
、

開
方
索
式
術
、
開
方
翻
変
五
條
、
累
約
術
、
垜

畳
術
、
算
顆
天
元
演
段
二
百
箇
條
目
録
、
久
留

島
義
太
方
陣
之
法
、
方
程
招
差
法
、
演
段
演
乗

術
解
消
長
術
、
算
法
雑
録
、
九
因
垜
之
術
并
起

源
、圭
垜
積
、角
形
定
法
集 

全
、算
法
貫
正
記
、 

な
ど
で
す
。 
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こ
の
リ
ス
ト
を
見
る
と
和
算
関
係
の
書
物
の
他

に
天
文
暦
学
の
書
物
も
目
立
ち
ま
す
。
と
も
か
く
、

兼
庭
は
多
く
の
書
物
を
著
す
と
と
も
に
、
蔵
書
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
多

く
は
親
戚
筋
の
岩
田
家
に
渡
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。 

 

三
、
今
井
兼
庭
と
は 

こ
こ
で
改
め
て
今
井
兼
庭
に
つ
い
て
少
し
述
べ

ま
す
。
江
戸
で
活
躍
し
た
一
人
で
す
。 

 

兼
庭
は
享
保
三
年(

一
七
一
八)

に
生
ま
れ
、
安

永
九
年(

一
七
八
〇)

四
月
に
病
没
。
現
在
の
上
里

町
金
久
保
の
農
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
名
は
勘

蔵
（
官
蔵
）、
赤
城
・
兼
庭
は
号
。
関
流
算
学
を
幸

田
親
盈
に
学
び
、
一
時
前
橋
藩
主
酒
井
忠
恭(

た
だ

ず
み)

に
仕
え
た
が
、
そ
の
後
江
戸
に
出
て
千
種
清

右
衛
門
と
い
う
幕
府
代
官
の
手
代
と
な
り
ま
し
た
。

親
盈
同
門
に
は
千
葉
歳
胤
（
23
・
24
号
参
照
）
が

い
ま
す
。
後
に
駿
河
台
に
塾
を
開
い
て
関
流
算
学

を
教
え
た
。
門
人
に
経
世
論
者
本
多
利
明
や
斎
藤

正
順
が
い
ま
す
。
著
書
は
七
十
余
種
を
数
え
、『
明

玄
算
法
』『
探
玄
算
法
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
兼
庭

は
六
十
三
歳
で
病
没
し
、
浅
草
新
鳥
越
の
理
昌
院

（
現
在
は
廃
寺
か
）
に
葬
ら
れ
た
。
陽
雲
寺
の
過

去
帳
に
よ
れ
ば
法
名
は「
信
定
院
本
来
一
無
居
士
」

と
い
う
（
上
里
町
の
Ｈ
Ｐ
を
一
部
参
照
）。 

『
算
家
景
図
』
に
は
兼
庭
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

 

兼
庭
―
今
井
勘
蔵
号
赤
城 

号
赤
城
ト
武
州
児
玉
郡
西
金
久
保

村
ノ
産
也
於
武
江
ニ
御
代
官
之
手

代
タ
リ
業
ヲ
幸
田
新(

親)

盈
ニ
受
テ

常
同
志
之
朋
ニ
遊
シ
テ
琢
磨
ス
数 

道
ヲ
究
ム
武
江
駿
河
臺
ニ
浪
居
ス
安
永
九
庚
子

年
四
月
廿
三
日
病
死
浅
草
新
鳥
越
理
昌
院
ニ
葬

法
名
倍(

信)

乗
院
本
来
無
一
居
士
ト
号
行
年
六

十
三
才
其
子
孫
金
久
保
村
農
家
タ
リ 

 

同
様
な
記
述
は
白
石
長
忠
の
『
算
家
系
圖
』
の

追
録
中
に
も
あ
り
ま
す
。「
算
家
系
圖
」に
は
ま
た
、

「
兼
庭 

今
井
官
蔵 

酒
井
雅
樂
頭
臣
タ
リ
後
御

代
官
千
種
清
右
エ
門
手
代
ト
ナ
ル
明
玄
算
法
ヲ
著
」

と
あ
り
ま
す
。
酒
井
雅
樂
頭
は
前
橋
藩
主
酒
井
忠

恭
の
こ
と
で
あ
り
、
千
種
清
右
エ
門
は
幕
府
代
官

で
手
代
は
こ
れ
に
属
す
る
地
方
役
人
で
す
。
酒
井

忠
恭
が
播
磨
国
姫
路
に
転
封
に
な
っ
た
の
は
寛
延

二
年(

一
七
四
九)

で
、
こ
の
と
き
兼
庭
は
解
任
さ

れ
て
前
橋
を
去
っ
て
い
ま
す
。
兼
庭
三
十
二
歳
の

と
き
で
す
。
従
っ
て
、
江
戸
駿
河
台
に
住
し
た
と

い
う
の
は
そ
れ
以
降
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
し
、

親
盈
に
師
事
し
た
時
期
も
同
様
で
し
ょ
う
。 

な
お
、『
雄
山
物
語
』
に
よ
れ
ば
宝
暦
元
年(

一

七
五
一)

に
藤
田
貞
資
は
今
井
兼
庭
や
吉
沢
恭
周

に
算
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
時
に
貞
資
（
当
時
は

順
次
郎
）
十
八
歳
の
と
き
で
、
本
田
村
か
ら
金
久
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保
ま
で
の
往
復
十
里
（
四
十
㎞
）
の
道
の
り
を
通

っ
た
。
そ
の
兼
庭
が
江
戸
に
出
る
と
順
次
郎
も
江

戸
へ
の
あ
こ
が
れ
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ

ま
す
。 

 

四
、
千
葉
歳
胤
及
び
本
多
利
明
と
の
関
係 

今
井
兼
庭
と
千
葉
歳
胤
は
、
幸
田
親
盈
を
師
と

し
て
同
門
で
し
た
。
千
葉
歳
胤
の
『
天
文
大
成
真

遍
三
條
図
解
』
の
自
序
中
に
は
、「
コ
ヽ
ニ
予
カ
同

門
今
井
官
子
ト
イ
ヘ
ル
者
ア
リ
。
ヨ
ク
算
術
ニ
達

ス
。
故
ニ
先
生
（
筆
者
注
：
幸
田
親
盈
を
指
す
）
カ
レ
ニ

命
シ
テ
弧
矢
一
術
ノ
半
ナ
レ
ル
ヲ
ア
タ
フ
。
官
子

コ
レ
ヲ
ウ
ケ
テ
心
神
ヲ
ナ
ヤ
マ
ス
コ
ト
三
年
。
ツ

イ
ニ
其
術
意
ヲ
得
タ
リ
。
眞
ニ
弧
矢
妙
術
ナ
リ
」

と
あ
り
、
同
じ
く
歳
胤
の
『
皇
倭
通
暦
蝕
考
』
の

序
文
中
、
お
よ
び
『
蝕
算
活
法
率
』
の
序
文
中
に

は
「
今
井
兼
庭
者
予
同
門
也
、
無
双
算
士
也
」
と

あ
り
ま
す
。
ま
た
兼
庭
の
『
明
玄
算
法
』
の
自
問

十
九
の
中
に
歳
胤
と
歳
胤
門
人
の
問
題
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
二
人
は

親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

本
多
利
明(

一
七
四
三
～
一
八
二
〇)

は
単
に
数

学
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、広
く
科
学
者
と
し
て
、

ま
た
経
済
学
者
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
利
明
は

十
八
歳
頃
に
江
戸
に
出
て
兼
庭
に
数
学
を
、
千
葉

歳
胤
に
天
文
を
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
と
き
兼
庭

四
十
三
歳
、
歳
胤
四
十
八
歳
頃
で
す
。
利
明
は
ま

た
、
関
孝
和
の
墓
を
新
宿
・
浄
輪
寺
に
建
て
て
い

ま
す
。 

 

五
、
兼
庭
の
著
書 

算
学
・
暦
学
者
と
し
て
の
兼
庭
は
、『
増
修
日
本

数
学
史
』
に
、「
幸
田
親
盈
の
高
弟
に
し
て
、
建
部

派
中
に
在
り
て
、
錚
々
た
る
者
と
す
。
酒
井
雅
楽

頭
に
仕
う
。
後
年
、
仕
官
を
辞
し
て
商
家
に
入
り

た
り
。
数
学
上
の
発
明
術
二
、
三
に
止
ま
ら
ず
。

（
或
る
人
曰
く
、
踏
轍
術
も
そ
の
一
な
り
と
）
建

部
賢
弘
が
関
氏
の
円
理
綴
術
を
校
正
せ
し
者
に
尋

い
で
、
括
法
を
容
易
な
ら
し
め
た
る
が
如
き
は
、

ま
た
見
る
べ
き
者
と
す
。
兼
庭
、
傍
ら
暦
学
に
通

ぜ
り
。
門
弟
を
育
う
こ
と
多
し
。
傑
才
少
し
と
せ

ず
。
本
多
利
明
の
如
き
そ
の
人
な
り
。
兼
庭
著
書

多
し
」
と
あ
る
よ
う
に
算
学
・
暦
学
に
秀
で
て
い

た
よ
う
で
す
。
特
に
算
学
に
つ
い
て
は
『
算
法
雑

解
』『
演
段
維
乗
率
』『
円
理
弧
背
術
』『
授
時
暦
講

義
』
な
ど
六
十
一
書
を
挙
げ
、
「
凡
そ
七
十
余
部
、

数
百
冊
と
す
。
盛
ん
な
り
と
謂
う
べ
し
」
と
し
て

い
ま
す
。 

『
明
玄
算
法
』
は
兼
庭
の
著
書
と
し
て
有
名
で

す
。
明
和
元
年
に
著
さ
れ
て
い
ま
す
が
刊
行
は
安

永
二
年(

一
七
七
三)

）
で
す
。
『
探
玄
答
術
明
玄

算
法
』
が
表
題
で
す
が
、
こ
の
書
は
入
江
脩(

修)

敬
（
一
六
九
九
～
一
七
七
三
）
の
『
探
玄
算
法
』

（
元
文
四
年(

一
七
三
九)

）
の
遺
題
九
問
に
対
す

る
答
術
と
新
た
に
自
問
十
九
を
遺
し
た
も
の
で

す
。
但
し
、
こ
の
遺
題
十
九
問
に
対
す
る
答
術
を

著
わ
し
た
書
物
は
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

明
玄
算
法
の
序
に
は
「
明
和
元
年
甲
申
冬
十
有

二
月 

武
江 

荒
井
為
以
謹
序
」
と
あ
り
、
門
人

荒
井
為
以
を
し
て
こ
れ
を
上
梓
し
て
い
ま
す
。
本

文
の
始
め
は
「
明
玄
算
法 

今
井
赤
城
先
生
撰
術 

門
人
荒
井
爲
以
著 

探
玄
算
法 

第
一･･･

」と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

自
問
十
九
に
つ
い
て
は
兼
庭
が
七
問
出
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
に
今
井
兼
之
（
『
算
家
譜
略
』

（
小
澤
正
容
）
に
は
兼
庭
ノ
弟
也
と
あ
る
）
、
莞

倉
陽
元
、
千
葉
歳
胤
、
佐
佐
木
秀
俊
、
荒
井
爲
以
、

笛
木
昌
睦
、
佐
治
庸
貞
が
提
題
し
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
佐
佐
木
秀
俊
は
千
葉
歳
胤
の
門
人
と
あ

り
、
佐
治
庸
貞
も
歳
胤
の
門
人
で
し
た
。 

兼
庭
の
『
円
理
弧
背
術
』
に
は
、
「
圓
理
弧
背

術
名
曰
綴
術
今
井
撰
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
に

つ
い
て
『
増
修
日
本
数
学
史
』
は
、
「
兼
庭
、
甞

て
関
氏
の
秘
書
円
理
弧
背
術
、
す
な
わ
ち
建
部
賢

弘
が
伝
を
得
て
、
な
お
こ
の
書
を
続
記
せ
り
。
故

に
或
は
、
こ
れ
を
円
理
綴
術
と
題
せ
り
。
こ
の
書
、

秘
す
る
こ
と
最
も
甚
だ
し
。
兼
庭
、
数
理
に
精
し
。

そ
の
遺
書
頗
る
多
し
。
こ
の
一
書
に
お
け
る
も
、

そ
の
一
斑
を
知
る
に
足
れ
り
」と
建
部
賢
弘
の『
円

理
弧
背
術
』
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
ま

す
。
『
明
治
前
日
本
数
学
史
』
第
三
巻
に
は
次
の

よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

径
d
、
矢
c
を
與
へ
て
弧
背
冪 

を
求
む
。
こ

2s
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2s

れ
は
建
部
賢
弘
の
も
の
を

少
し
書
き
加
へ
た
も
の
で

あ
る
。
（
建
部
の
円
理
の
式

を
式
１
に
示
す
） 

次
に
弧
背
s

を
求
め
て
ゐ

る
。こ
れ
に
は   
の
公
式
を
綴

術
で
平
方
に
開
い
て
出
し
て
ゐ

る
。
さ
ら
に
d
、
s
を
與
へ
て

c
を
求
む
る
に
は
、 
の
公

式
を
方
程
式
と
考
へ
て
、
こ
れ

を
綴
術
で
解
い
て
出
し
て
ゐ

る
。 

s

の
公
式
よ
り
円
周
率
を
出

す
。
こ
れ
は
円
に
内
接
す
る
正

三
角
形
を
考
え
て
（
略
）
円
周

率π

を
出
し
て
い
る
。 

最
後
に
弦
a
、
径
d
を
も
っ
て

s
を
表
す
公
式
と
、
d
、
s
か

ら
a

を
表
す
級
数
を
も
出
し

て
い
る
。 

松
永
良
弼
の
方
円
算
経
と
如
何

な
る
関
係
に
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
s
を
表

す
級
数
を  

の
級
数
か
ら
開
平
方
に
よ
っ
て
出

し
た
こ
と
と
、  

の
級
数
を
反
転
し
て
c
の
級

数
を
出
し
た
こ
と
と
は
注
目
す
る
に
足
る
業
績

で
あ
る
。 

  

因
み
に
、
松
永
良
弼
が
求
め
た
矢
c
の
式
は
、
式

２
に
示
す
よ
う
な
も
の
で
す
。
兼
庭
も
同
じ
よ
う
に

求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
兼
庭
が
苦
労
し
て
求
め
た
こ

と
は
、
既
述
の
よ
う
に
千
葉
歳
胤
の
『
天
文
大
成
真

遍
三
條
図
解
』
の
自
序
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
兼
庭
は
、
任
意
の
三
角
形
内
に
互
い
に
外

接
す
る
三
円
を
内
接
し
た
場
合
に
三
辺
の
長
さ
を

知
っ
て
三
円
の
直
径
を
求
め
る
と
い
う
「
三
斜
容

三
円
術
」
の
問
題
を
「
雑
術
」
と
い
わ
れ
る
書
物

の
中
で
解
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
マ
ル
ハ

ッ
チ
の
問
題
と
も
呼
ば
れ
、
イ
タ
リ
ア
の
数
学
者

マ
ル
ハ
ッ
チ
が
一
八
〇
三
年
に
解
い
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
日
本
で
は
そ
れ
よ
り
早
く
安
島
直

円
が
「
南
山
子
三
圓
術
」（
時
期
不
明
）
で
解
い
て

い
ま
す
。
ま
た
藤
田
貞
資
が
著
し
た
「
三
斜
三
圓

術
」
は
明
和
五
年(

一
七
六
八)

の
著
で
す
。
兼
庭

と
安
島
と
藤
田
の
三
人
の
解
答
の
後
先
は
不
明
で

す
が
、
没
年
か
ら
す
る
と
兼
庭
が
最
も
早
い
時
期

に
こ
の
問
題
を
解
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

上

里

町

郷

土
資
料
館
の
兼

庭
の
資
料
中
に

は
こ
の
問
題
の

解
き
方
も
あ
る

よ
う
で
す
。 
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編
集
後
記 

さ
わ
や
か
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
も
う

す
ぐ
梅
雨
。
そ
の
前
に
少
し
ば
か
り
の
山
歩
き
。

誘
わ
れ
て
奥
多
摩
の
「
む
か
し
道
」
を
歩
き
ま
し

た
が
、
思
っ
た
よ
り
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
が
多
く
ち

ょ
っ
と
が
っ
か
り
。
そ
の
前
に
は
名
栗
の
ワ
ラ
ビ

山
。
予
想
以
上
の
険
し
さ
に
び
っ
く
り
。
体
力
が

追
い
つ
か
な
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト

も
。
中
高
年
の
山
歩
き
は
本
当
に
要
注
意
で
す
。 

兼
庭
の
三
斜
容
三
円
術
の
部
分
も
撮
ら
せ
て
頂

い
た
の
で
、
解
読
に
挑
戦
し
た
い
気
持
ち
は
あ
り

ま
す
が
腰
が
重
い･･･

。 
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